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第１４４号 
2012年 6月 

友の会は、横浜自然観察の森を中心として、身近な自然とふれあい、  

自然を愛し、自然に学び、自然を守り、育て、自然を愛する人々を   

育てようということを目的としています。  

 

皆さんから募集していた友の会活動拠点の愛称が、５月２０日の理事会で決定しました。 

その名も「ボランティア活動拠点 ごろすけ館」 

これからは「ごろすけ館」と呼んでくださいね。 

なお二つの部屋の手前は「ルーム」奥は「倉庫」と呼んでいます。 

５月中旬から６月中旬までは、かわせみファンクラブの写真展が開かれていました。 

夏休みには「定点カメラで動物調査」グループの写真展も開かれます。ぜひお越しください。 

事務局より 

●活動拠点愛称決定！！●
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２０１２．５．２０（日）１３：３０～１５：００ 

出席者 山口、片岡（議長）、中里、青木、村松、落合、篠原、高橋、次田、関根（記録）、鬼塚、 

        森Ｒ 

 

１，各行事ならびに、各ＰＪの活動報告・予定を確認しました。 

２，活動拠点利用調整 

   ５月～７月の活動拠点の利用を調整しました。 

   ※次回からは、定例会メモ報告時に利用の申請をし、定例会で確認していきます。 

３．ネットワーク関連 

   ５月１３日第２２回鶴見川源流祭に、杉崎さん他１名が参加しました。 

４．事務局より   

   事務局長の引き継ぎを行いました。 

５．ゴロ報編集 

   それぞれの担当を確認しました。 

６．センターより 

  ・センターリニューアルオープンイベント記念で「カエルすごろく」を作成しました。友の会会

員は持ち帰りができます。 

  ・今年も「ゲンちゃん・ヘイちゃん」を開催します。サポートを募集します。森Ｒまで。 

  ・絵はがきの販売をカウンターで再開します。 

  ・５月末で宮武Ｒは退職、尾崎Ｒは異動になります。 

 

    次回の定例会は、７月１５日（日）観察センター研修室で１３：００から行われます。 

    友の会会員のかたは、どなたでも参加できます。 

●５月定例会報告●
 

 



- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 ２０１２年５月２０日（日） ９：３５～１１：５０ 

出席者 青木、落合、片岡、篠原、志釜、関根、中里、中塚、平野、藤田、村松、山口、 

    古南 R、森R 

    （文書参加：秋元）（欠席：漆原、江崎、小杉） 

 

１ 役員・担当理事互選 

   会長・編集  山口    副会長    片岡、村松 

   事務局長   中里    会計     青木 

   書記     関根    定例会    篠原 

   会員名簿管理 漆原    ネットワーク 秋元 

   安全管理   中塚    青少年情報  小杉 

   ホームページ 藤田 

 

２ 年間スケジュール 

  ・理事会：11／18中間報告・次年度方針（中期計画）、1／20次年度事業計画（中期計画）、 

   3／17総会準備他  

 

３ 活動拠点 

  ・愛称選定「ボランティア活動拠点 ごろすけ館」 

  ・「使用の手引き」「予定表（掲示）」「チェックシート（占用使用時）」「入退室記録簿（一時入室

時）」導入決定 

 

４ 印刷機更新・代替 

  ・老朽化故障頻発・使用頻度を考慮しＡ４レーザープリンター購入による代替を承認 

 

５ 友の会入会案内の改訂 

  ・改訂案について 5月中に意見集約し6 月森ボラから使用 

 

６ 利用推進会議（前期候補日：7月 1日） 

  ・予定議題：年度報告・計画、保全管理計画関連、その他 

 

７ 安全管理 

  ・今年度後半に講習会。内容希望は中塚理事まで。 

 

８ その他 

  ・展示パネル活用 

  ・活動拠点倉庫整理 

 

＜次回理事会＞ 

日時 11 月 18日（日）9:30～12:00 

場所 自然観察センター研修室 

議題 １ 中間報告・次年度方針（中期計画） 

   ２ 利用推進会議（後期） 

   ３ 安全管理 

   ４ その他 

●５月理事会報告●
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 ゴロ報の原稿依頼を受けたのがちょうど金環日食(５月２１日)の朝でした。迷わず私の観察

記録を書くことにしました。朝６時ごろから待機していましたが、あいにくの曇り空、とき

どき薄い雲の向こうに三日月型の太陽を見て、まずは見えた見えたと喜ぶ。がまた厚い雲が

邪魔をする、時間が気にかかり時は流れる。７時３０分ごろ薄い雲となるが日食グラスでは

何も見えない。肉眼ではどうかとメガネを外せばまるい輪の太陽が見えたではないか。まず

は一安心、約束の金環日食は見ることが出来ました。 

 目を窓の下に転ずると登校中の小学生の列がワイワイガヤガヤ、どうしてこんな機会に見

ないの？「もったいない」 

 思えば私は３年前の２００９年７月２２日皆既日食を見るためにトカラ列島の口の島にい

ました。当日は朝から大雨が降り皆既日食は見られませんでした。しかし周りは夕方のよう

に暗くなり気温もわずかに下がったように感じました。そんな思いがあったので今回は薄い

雲のベールの向こうにわずかに金環を見た時は感激のひと時でした。 

 

                              ZFC  江崎 章 

 

森の中に設置した調査用のカメラには、動物たちの素の姿が写っています。 

私たちが歩くネイチャートレイルのすぐ隣は、彼らの世界です。 

カメラがとらえた動物、鳥、そして不思議なものたちの写真展を開催します。 

 

「定点カメラで動物調査」は、環境省の調査「モニタリングサイト 1000中・大型哺乳類調査」に参

加し、動物相の変化を調べるために、森の中に赤外線カメラを設置しています。動物たちがカメラの

前を横切ると、シャッターが降りる仕組みです。 

特にほ乳類は夜行性が多く、また、用心深いため、タイワンリス以外の姿を私たちが見る機会は少な

いのですが、なかなか目にすることのできない動物たちの姿・生態を、ぜひのぞきに来てください。 

 

日時：７月 14日(土)～９月８日(土)（初日は 12 時～、最終日は 11時まで） 

場所：横浜自然観察の森ボランティア活動拠点「ごろすけ館」 

           担当：事務局内調査グループ「定点カメラで動物調査」 

●写真展「森のいきものたち：調査用カメラがとらえた動物たちの姿」●
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５箇所あるトンボ池の内、周囲から池の中に草の侵入や樹木が茂って水面を覆いすぎている３箇所の

トンボ池の除草・土砂の堀上ならびに樹木の伐採を行いました。 

 

１．実施日  Ｈ２４年５月１２日（土）１１時～１２時３０分 

２．実施内容 

写真展の展示が終わった１１時過ぎから、恒例のトンボ池の整備を行いました。 

今年はスタッフ以外の会員参加も有り、例年よりも多いハラビロトンボの 100 体以上の乱舞が見

られる中、スタッフ ３名・会員１名が汗を流しました。 

 

◇横浜自然観察の森では、昨年は２７種類が確認できましたが、観察の森ということで、夏休み等網

を持った来園者がよく見られ、非常に狭い範囲での生息環境で個体数が少ない種類が多く、心配の一

つですが、今後もトンボ池の整備を継続して行きたいと思っておりますので、トンボ生息環境整備に

参加してみませんか。 

担当：ＫＦＣ（カワセミファンクラブ） 平野 

●トンボ池の整備●
 

 

 ５月１３日「みんなでバードウォッチング」 参加者３２名 スタッフ１３名 

 

＜見聞きした鳥＞トビ、コジュケイ、キジバト、アオゲラ、コゲラ、ツバメ、ヒヨドリ、ウグイス、

エナガ、ヤマガラ、シジュウカラ、メジロ、ホオジロ、カワラヒワ、スズメ、ハシボソガラス、ハシ

ブトガラス、ガビチョウ 

 

 晴天、しかし気温はあまり上がらず、さわやかな一日でした。 

 いよいよ夏鳥の本番、と期待していたのですが・・・ 

 少し前から声が聞かれていたセンダイムシクイ、キビタキ、ヤブサメ、オオルリは声もせず、ホト

トギスはまだやってきていないようです。 

 結局、夏鳥はツバメのみ。ちょっと寂しい結果でした。あと何カ所かで、ガビチョウが大きな声で

さえずっていました。あまり聞きたくない声なのですが・・・。 

 

  ガビチョウ→中国から輸入された外来鳥。全身赤褐色、目のまわりから後方に白いすじがある。

なわばり意識が強く、大きな声でさえずる。 

        大きさはムクドリ大（２３ｃｍ）。観察の森では２～３年前から姿・声が観察されて

いる。（特に最近目立ちます）                           

●＜定例活動の報告＞鳥のくらし発見隊●
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【この会報は、友の会ボランティアによって作られています】      《全頁無断転載を禁じます》 

次回：原稿締切７／２１（土）、発送８／１９（日）（担当：自然と遊ぼう） 

行事スケジュール ６月～８月  
■：センター行事 
●：友の会行事 
★：共催行事 

発 行 日 2012 年 6 月 17 日 

発 行 〒247-0013 

    横浜市栄区上郷町 1562-1 

    横浜自然観察の森友の会 

電 話 045-894-7474 FAX 045-894-8892 

郵便振替 00240-1-59172 

年 会 費 大人 2000 円 小中学生 600 円 

http://www.geocities.jp/yns_tomo/ 

E-mail:yns_jimu@yahoo.co.jp 

●定例行事●
 

 

●季節の森を歩こう（園内の自然案内） 

～季節の変化や生き物のつながりを楽しみながら～ 

７／１（日）・８／５（日） 

１回目 11：００～ ２回目 13：００～ 

受付：３０分前から 自然観察センター前にて 

対象：どなたでも 

担当：森の案内人・ハンミョウの会 毎月第１日曜 

 

●自然と遊ぼう（園内の自然案内） 

～ゲーム感覚で、あそびながら自然とふれあい～ 

６／２３（土）・７／２８（土）・８／２５（土） 

１回目 13：００～  ２回目 14：００～ 

受付：３０分前から 自然観察センター前にて 

対象：子どもから大人までどなたでも 

担当：自然と遊ぼう 毎月第４土曜(１２月を除く) 

●森の絵本を楽しもう 

～自然をテーマにした絵本づくり～ 

７／１８（水）・８月はお休み 

10：００～12：００ 絵本製作 

受付：ボランティアルーム  対象：どなたでも 

担当：森の絵本づくりの会   毎月第３水曜 

 

●みんなでバードウォッチング（野鳥観察） 

～のんびり楽しむバードウォッチング～ 

７／８（日）・８／１２（日） 

 9：００～13：００ 雨天中止 

受付：自然観察センター前にて  対象：どなたでも 

担当：鳥のくらし発見隊   毎月第２日曜 

★森を守るボランティア体験 偶数月第3日曜 
～友の会の目的や活動内容の紹介とルールを～ 

８／１９（日）９：３０～１２：３０ 

受付：直接、自然観察センターの研修室へ  

対象：どなたでも  雨天催行 

＊会員の方は、ぜひ一度は参加して下さい。 

■ゲンちゃんヘイちゃんの紙芝居劇場 
日時：6月 23 日（土）・24日（日） 

19：00～20：00 

※サポーター協力いただけるメンバーは 17:30 に

センターにお越しください。 

内容：ホタルの紙芝居上演と現地でのマナー等の解

説をいたします。 

定員：なし 

申込：当日自由参加 

担当：自然観察センター 

●定点カメラで動物調査 
７／１４（土）・８／１１（土） 

９：３０～１２：００ 

９時半～11時の調査は友の会会員向け、 

11時～12時の写真確認は一般向け 

雨天の場合、日程を変更する可能性あり。センター

に確認のこと。 

汚れても良い、白っぽい服、動きやすい靴で。タオ

ル、水筒持参。 

５月～１２月の毎月第２土曜日。ごろすけ館集合。 
担当：事務局内調査グループ「定点カメラで動物調査」 

 

●季節行事●
 

 

●写真展「森のいきものたち：調査用カメラ

がとらえた動物たちの姿」→５ページ参照 
７／１４（土）～９／８（土） 

（初日は 12時～、最終日は 11時まで、月曜休） 

場所：ボランティア活動拠点「ごろすけ館」 
担当：事務局内調査グループ「定点カメラで動物調査」 


